
(57)【要約】

【課題】ランプの電極間距離が大きく、封入ガス圧も高

いショートアーク型放電ランプにおいても、低いブレー

クダウン電圧で確実にランプを点灯させることができる

、いわゆるランプの点灯性を改善すること。

【解決手段】発光管１と、発光管１に続く封止管２と、

発光管１内に配置される１対の電極３とからなり、封止

管２の一部よりなる支持部７の内面に電極３を支持する

電極棒４を保持する保持用筒体８を溶着して形成し、封

止管２の支持部７の外表面にトリガー部材５を設けてな

るショートアーク型放電ランプにおいて、少なくとも、

封止管２の支持部７および／または保持用筒体８に金属

または金属化合物を混入して誘電率を高めたことを特徴

とする。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
発 光 管 と 、 該 発 光 管 に 続 く 封 止 管 と 、 前 記 発 光 管 内 に 配 置 さ れ た １ 対 の 電 極 と か ら な り 、
前 記 封 止 管 の 一 部 よ り な る 支 持 部 に お い て 前 記 電 極 を 支 持 す る 電 極 棒 を 保 持 し 、 前 記 封 止
管 の 前 記 支 持 部 外 表 面 に ト リ ガ ー 部 材 を 設 け て な る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て
、
少 な く と も 、 前 記 封 止 管 の 前 記 支 持 部 に 金 属 ま た は 金 属 化 合 物 を 混 入 し て 誘 電 率 を 高 め た
こ と を 特 徴 と す る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
発 光 管 と 、 該 発 光 管 に 続 く 封 止 管 と 、 前 記 発 光 管 内 に 配 置 さ れ る １ 対 の 電 極 と か ら な り 、
前 記 封 止 管 の 一 部 よ り な る 支 持 部 の 内 面 に 前 記 電 極 を 支 持 す る 電 極 棒 を 保 持 す る 保 持 用 筒
体 を 溶 着 し て 形 成 し 、 前 記 封 止 管 の 前 記 支 持 部 外 表 面 に ト リ ガ ー 部 材 を 設 け て な る シ ョ ー
ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て 、
少 な く と も 、 前 記 封 止 管 の 前 記 支 持 部 お よ び ／ ま た は 前 記 保 持 用 筒 体 に 金 属 ま た は 金 属 化
合 物 を 混 入 し て 誘 電 率 を 高 め た こ と を 特 徴 と す る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 金 属 化 合 物 が チ タ ン 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の
シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に 係 わ り 、 例 え ば 、 映 写 機 用 の 光 源 と し て 使 用 さ
れ る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ や 、 半 導 体 露 光 用 の 光 源 と し て 使 用 さ れ る 水 銀 が 封 入 さ
れ た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 上 記 分 野 に 用 い ら れ る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ は 、 発 光 管 内 に 電 極 の 温 度 上 昇
を 抑 制 し 、 電 極 の 熱 損 耗 を 防 止 す る た め に 大 き な 電 極 が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 電 極 を 支
持 す る 電 極 棒 が 、 発 光 管 に 続 く 封 止 管 内 に 、 封 止 管 の 絞 り 込 み 量 を 少 な く し て 、 封 止 管 の
破 損 を 防 止 す る た め に 封 止 管 内 面 に 溶 着 し て 設 け ら れ た 円 筒 状 の ガ ラ ス 製 の 保 持 用 筒 体 に
挿 入 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 こ の よ う な ラ ン プ は 、 点 灯 性 を 良 く す る た め に 、 ト リ ガ ー ワ イ ヤ ー の 一 端 が 一 方 の
封 止 管 上 に 巻 回 さ れ 、 該 ト リ ガ ー ワ イ ヤ ー の 他 端 が 発 光 管 外 表 面 に 沿 っ て 他 方 の 封 止 管 上
に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ト リ ガ ー ワ イ ヤ ー は 、 一 方 の 電 極 に 電 気 的 に 接 続 し て 配 置 す る 場 合 や 、 い ず れ の 電 極 に も
接 続 せ ず に 配 置 す る 場 合 と が あ る が 、 ど ち ら の 場 合 も 、 電 極 間 に イ グ ナ イ タ ー か ら ブ レ ー
ク ダ ウ ン 電 圧 を 印 加 し た 際 に 、 ラ ン プ の 点 灯 に 寄 与 さ せ る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 来 、 ト リ ガ ー ワ イ ヤ ー の 配 設 の 仕 方 を 改 善 し て 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 の 低 下 を 図 り 、 点
灯 装 置 の 種 類 に 関 係 な く シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ を 確 実 に 点 灯 さ せ る 技 術 が 、 特 開 平
２ － １ ９ ９ ７ ６ ６ 号 公 報 や 特 開 平 ２ － ２ １ ０ ７ ５ ０ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ２ － １ ９ ９ ７ ６ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ２ － ２ １ ０ ７ ５ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 近 年 、 半 導 体 露 光 分 野 で は 、 露 光 工 程 の ス ル ー プ ッ ト の 向 上 を 図 る た め に 、 よ
り 一 層 紫 外 線 放 射 強 度 の 強 い ラ ン プ が 要 求 さ れ 、 ま た 、 映 像 分 野 で は 、 ス ク リ ー ン 照 度 の
向 上 を 図 る た め に 、 よ り 一 層 大 き な ラ ン プ が 要 求 さ 、 ラ ン プ 入 力 が 大 き く な る 傾 向 に あ る
。
そ の た め 、 こ の よ う な ラ ン プ で は 、 電 極 間 距 離 が 大 き く な り 、 封 入 ガ ス 圧 も 高 く な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
電 極 間 距 離 を 大 き く す る 理 由 は 、 電 極 間 距 離 が 短 い 場 合 は 、 熱 に よ っ て 電 極 先 端 が 融 け 出
す 現 象 が 発 生 す る た め で あ り 、 こ れ を 回 避 す る た め に 電 極 間 距 離 を 大 き く す る 必 要 が あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 封 入 ガ ス 圧 を 高 く す る 理 由 は 、 半 導 体 露 光 用 の ラ ン プ で は 、 紫 外 線 放 射 強 度 を 上 げ
る た め で あ り 、 ア ル ゴ ン や ク リ プ ト ン や キ セ ノ ン 等 の バ ッ フ ァ ガ ス の 圧 力 を 上 げ る 手 段 が
採 ら れ る 。 ま た 、 映 像 用 の ラ ン プ で は 、 光 出 力 を 高 め る た め に 、 封 入 す る キ セ ノ ン ガ ス 量
を 増 や す 手 段 が 採 ら れ 、 封 入 ガ ス 圧 が 高 く な っ て い る 。
さ ら に 、 こ れ ら の ラ ン プ に お い て は 、 電 極 の 形 状 （ 特 に 、 電 極 の 胴 部 の 外 径 ） が 大 き く な
り 、 封 止 管 の 内 径 が 大 き く な る 。 そ の た め 、 封 止 管 の 絞 り 込 み 量 が 大 き く な る こ と を 避 け
る た め に 、 保 持 用 筒 体 の 肉 厚 を 厚 く す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し か し 、 上 記 の ご と く ラ ン プ 構 造 が 変 化 す る と 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 を 高 く し な け れ ば ラ
ン プ を 点 灯 す る こ と が で き な く な っ て い る 。 し か し 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 を 大 き く す る と
、 電 源 に 戻 る サ ー ジ 量 、 い わ ゆ る ノ イ ズ が 大 き く な る た め 、 電 源 を 破 壊 し た り 、 電 源 の 破
壊 を 防 止 す る た め の 回 路 構 成 が 複 雑 に な る 問 題 が 発 生 す る 。 つ ま り 、 ラ ン プ の 点 灯 性 が 悪
化 す る 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の ご と く 、 電 極 間 距 離 が 大 き く 、 封 入 ガ ス 圧 も 高 い シ ョ ー ト ア ー ク
型 放 電 ラ ン プ に お い て も 、 低 い ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 で 確 実 に ラ ン プ を 点 灯 さ せ る こ と が で
き る 、 い わ ゆ る ラ ン プ の 点 灯 性 を 改 善 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 次 の よ う な 手 段 を 採 用 し た 。
第 １ の 手 段 は 、 発 光 管 と 、 該 発 光 管 に 続 く 封 止 管 と 、 前 記 発 光 管 内 に 配 置 さ れ た １ 対 の 電
極 と か ら な り 、 前 記 封 止 管 の 一 部 よ り な る 支 持 部 に お い て 前 記 電 極 を 支 持 す る 電 極 棒 を 保
持 し 、 前 記 封 止 管 の 前 記 支 持 部 外 表 面 に ト リ ガ ー 部 材 を 設 け て な る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電
ラ ン プ に お い て 、 少 な く と も 、 前 記 封 止 管 の 前 記 支 持 部 に 金 属 ま た は 金 属 化 合 物 を 混 入 し
て 誘 電 率 を 高 め た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ２ の 手 段 は 、 発 光 管 と 、 該 発 光 管 に 続 く 封 止 管 と 、 前 記 発 光 管 内 に 配 置 さ れ る １ 対 の 電
極 と か ら な り 、 前 記 封 止 管 の 一 部 よ り な る 支 持 部 の 内 面 に 前 記 電 極 を 支 持 す る 電 極 棒 を 保
持 す る 保 持 用 筒 体 を 溶 着 し て 形 成 し 、 前 記 封 止 管 の 前 記 支 持 部 外 表 面 に ト リ ガ ー 部 材 を 設
け て な る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て 、 少 な く と も 、 前 記 封 止 管 の 前 記 支 持 部 お
よ び ／ ま た は 前 記 保 持 用 筒 体 に 金 属 ま た は 金 属 化 合 物 を 混 入 し て 誘 電 率 を 高 め た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 ３ の 手 段 は 、 第 １ の 手 段 ま た は 第 ２ の 手 段 に お い て 、 前 記 金 属 化 合 物 が チ タ ン 化 合 物 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 一 実 施 形 態 に 係 る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。  
同 図 に お い て 、 １ は 発 光 管 、 ２ は 発 光 管 １ に 続 く 封 止 管 、 ３ は 発 光 管 １ 内 に 配 置 さ れ る １
対 の 電 極 、 ４ は 電 極 ３ を 支 持 す る 電 極 棒 、 ５ は 封 止 管 ２ の 外 表 面 に 配 設 さ れ た ト リ ガ ー ワ
イ ヤ ー 等 の ト リ ガ ー 部 材 、 ６ は 口 金 、 ７ は 封 止 管 ２ が 絞 り 込 ま れ 、 絞 り 込 ま れ た 封 止 管 ２
の 内 面 に お い て 電 極 棒 ４ を 保 持 す る 封 止 管 ２ の 一 部 よ り な る 支 持 部 で あ り 、 こ の 封 止 管 ２
の 支 持 部 ７ に は 、 こ の 部 分 の 誘 電 率 を 高 め る た め に 金 属 ま た は 金 属 化 合 物 が 混 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 発 光 管 １ と 封 止 管 ２ は 石 英 ガ ラ ス か ら な り 、 一 体 物 で 構 成 さ れ 、 図 中 左 側 の 電 極 ３
は 陰 極 で あ り 、 電 極 棒 ４ の 先 端 側 が 陰 極 で あ る 電 極 ３ と し て 機 能 す る も の で あ る 。 ま た 、
同 図 に 示 す よ う に 、 絞 り 込 ま れ た 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ の 内 面 に お い て 電 極 棒 ４ を 保 持 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ト リ ガ ー 部 材 ５ の 一 端 が 口 金 ６ に
接 続 さ れ 、 他 端 が 封 止 管 ２ の 一 部 に 巻 回 さ れ た ト リ ガ ー 部 材 の 配 設 構 成 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 図 １ と 異 な る 他 の 実 施 形 態 に 係 る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の 構 成 を 示 す 断 面
図 で あ る 。
同 図 に お い て 、 ８ は 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ の 内 面 に 溶 着 し て 設 け ら れ た 円 筒 状 の ガ ラ ス 製 の
筒 体 か ら な り 、 内 部 に お い て 電 極 棒 ４ を 挿 通 し て 保 持 す る 保 持 用 筒 体 で あ る 。 本 実 施 形 態
の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て は 、 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ お よ び 保 持 用 筒 体 ８ に は
、 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ お よ び 保 持 用 筒 体 ８ の 誘 電 率 を 高 め る た め の 金 属 ま た は 金 属 化 合 物
が 混 入 さ れ て い る か 、 ま た は 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ ま た は 保 持 用 筒 体 ８ に 、 封 止 管 ２ の 支 持
部 ７ ま た は 保 持 用 筒 体 ８ の 誘 電 率 を 高 め る た め の 金 属 ま た は 金 属 化 合 物 が 混 入 さ れ て い る
な お 、 そ の 他 の 構 成 は 図 １ に 示 す 同 符 号 の 構 成 に 対 応 す る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
同 図 に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ は 、 図 １ に 示 す シ ョ ー ト ア
ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て は 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ 内 面 に お い て 電 極 棒 ４ を 保 持 し て い る の
に 対 し て 、 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ 内 面 に 設 け ら れ た 保 持 用 筒 体 ８ に よ っ て 電 極 棒 ４ を 保 持 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る 点 で 相 違 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 用 い て 、 シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 を 低
下 さ せ る こ と が で き る 理 由 を 、 図 ２ に 示 し た 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ お よ び 保 持 用 筒 体 ８ に 金
属 ま た は 金 属 化 合 物 を 混 入 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ を 例 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 図 ２ の Ａ － Ａ に お け る 断 面 を 拡 大 し て 示 し た 断 面 図 で あ る 。
同 図 に お い て 、 ９ は 保 持 用 筒 体 ８ と 電 極 棒 ４ 間 の 間 隙 、 ｄ １ は 封 止 管 ２ の 厚 さ と 保 持 用 筒
体 ８ の 厚 さ を 加 算 し た ト リ ガ ー 部 材 ５ と 間 隙 ９ 間 の 距 離 、 ｄ ０ は 間 隙 の 距 離 で あ り 、 そ の
他 の 符 号 は 図 ２ に 示 す 同 符 号 の 構 成 に 対 応 す る 。
同 図 に 示 す よ う に 、 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ に お い て は 、 電 極 棒 ４ お よ び ト リ ガ ー 部 材 ５ を 両
電 極 と し 、 そ の 間 に 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ 、 保 持 用 筒 体 ８ 、 お よ び 間 隙 ９ が 存 在 す る こ と に
よ っ て 、 １ つ の コ ン デ ン サ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ４ は 、 図 ３ に 示 し た 断 面 図 を 等 価 的 な コ ン デ ン サ と し て 示 し た 図 で あ る 。 　 こ こ で 、 封
止 管 ２ の 支 持 部 ７ お よ び 保 持 用 筒 体 ８ の 石 英 ガ ラ ス に お け る 静 電 容 量 を Ｃ １ 、 誘 電 率 を ε

１ と し 、 間 隙 ９ に お け る 静 電 容 量 を Ｃ ０ 、 誘 電 率 を ε ０ と し 、 電 極 面 積 を Ｓ と し 、 電 極 棒
４ と ト リ ガ ー 部 材 ５ 間 に 印 加 さ れ る 電 位 差 を Ｖ 、 間 隙 ９ 間 の 電 位 差 を Ｖ ０ 、 間 隙 ９ に お け
る 電 界 強 度 を Ｅ ０ と す る と き 、
Ｃ １ ＝ ε １ ・ Ｓ ／ ｄ １ 、 Ｃ ０ ＝ ε ０ ・ Ｓ ／ ｄ ０ と 表 さ れ る 。
そ の 結 果 、
Ｅ ０ ＝ Ｖ ０ ／ ｄ ０ ＝ （ Ｖ ／ ｄ ０ ） ・ （ １ ／ Ｃ ０ ） ／ （ １ ／ Ｃ ０ ＋ １ ／ Ｃ １ ）
＝ （ Ｖ ／ ｄ ０ ） ・ （ ｄ ０ ／ ε ０ ・ Ｓ ） ／ （ ｄ ０ ／ ε ０ ・ Ｓ ＋ ｄ １ ／ ε １ ・

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-200009 A 2004.7.15



Ｓ ）
＝ Ｖ ／ （ ｄ ０ ＋ ｄ １ ・ ε ０ ／ ε １ ）
と 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 ラ ン プ の 点 灯 性 を 良 く す る こ と と は 、 間 隙 ９ に お け る 絶 縁 破 壊 を し 易 く す る こ と
と 同 じ で あ る 。 つ ま り 、 上 式 に お い て 、 間 隙 ９ に お け る 電 界 強 度 Ｅ ０ を 大 き く す る こ と に
よ っ て 、 間 隙 ９ に お け る 絶 縁 破 壊 が 起 こ り 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 式 に お い て 、 電 界 強 度 Ｅ ０ を 大 き く す る た め に は 、 電 極 棒 ４ と 保 持 用 筒 体 ８ の 内 面 の 間
隙 ９ の 距 離 ｄ ０ を 小 さ く す る か 、 封 止 管 ２ と 保 持 用 筒 体 ８ の 肉 厚 の 合 計 で あ る 距 離 ｄ １ を
小 さ く す る か 、 封 止 管 ２ と 保 持 用 筒 体 ８ の 石 英 ガ ラ ス に お け る 誘 電 率 ε １ を 大 き く す る か
で あ る 。
こ の 場 合 、 距 離 ｄ ０ を 小 さ く す る こ と は 、 電 極 棒 ４ と 保 持 用 筒 体 ８ の 内 面 と の 離 間 距 離 を
小 さ く す る こ と で あ る が 、 こ れ は 製 造 上 一 定 の 離 間 距 離 以 下 と す る こ と は で き な い 。 ま た
、 距 離 ｄ １ を 小 さ く す る こ と は 、 封 止 管 ２ と 保 持 用 筒 体 ８ の 合 計 の 肉 厚 を 薄 く す る こ と に
な る が 、 こ の 肉 厚 を 薄 く す る と 、 封 止 管 ２ の 強 度 が 落 ち る 問 題 が あ る 。
従 っ て 、 封 止 管 ２ と 保 持 用 筒 体 ８ の 石 英 ガ ラ ス に お け る 誘 電 率 ε １ を 大 き く す る こ と が 得
策 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う な こ と か ら 、 図 １ に 示 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て は 、 少 な く と も
、 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ に 、 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ に お け る 誘 電 率 を 高 め る た め に 、 金 属 ま た
は 金 属 化 合 物 を 混 入 す る も の で あ り 、 ま た 、 図 ２ に 示 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に
お い て は 、 少 な く と も 、 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ お よ び ／ ま た は 保 持 用 筒 体 ８ に 、 封 止 管 ２ の
支 持 部 ７ お よ び ／ ま た は 保 持 用 筒 体 ８ に お け る 誘 電 率 を 高 め る た め に 、 金 属 ま た は 金 属 化
合 物 を 混 入 す る も の で あ る 。
な お 、 具 体 的 に 混 入 す る 金 属 化 合 物 と し て は チ タ ン 化 合 物 で あ る チ タ ン 酸 化 物 （ Ｔ ｉ Ｏ ２

） を 用 い た 。
図 ５ は 、 封 止 管 と 保 持 用 筒 体 が 共 に 石 英 ガ ラ ス か ら な る 従 来 の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン
プ と 、 封 止 管 と 保 持 用 筒 体 に チ タ ン 酸 化 物 を 混 入 し た 本 発 明 の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン
プ に つ い て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 入 力 電 力 の ラ ン プ に つ い て 、 封 止 管 と 保 持 用 筒 体 に お け る 比
誘 電 率 と ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 と の 対 比 結 果 を 示 す 表 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
同 図 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 全 て の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ は 、 従 来 の シ ョ ー
ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に 比 べ て 、 封 止 管 お よ び 保 持 用 筒 体 に お け る 誘 電 率 が 大 き く な っ て
お り 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 も 、 全 て の 異 な る 入 力 電 力 の ラ ン プ に お い て 、 本 発 明 の 各 シ ョ
ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ が 従 来 の 各 シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に 比 べ て 低 く な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
つ ま り 、 本 発 明 の 各 シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ で は 、 低 い ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 で も 確 実
に ラ ン プ を 点 灯 さ せ る こ と が で き 、 ラ ン プ の 点 灯 性 を 良 く す る こ と が で き る 。
な お 、 同 図 に 示 す よ う に 、 ラ ン プ の 点 灯 性 の 向 上 は ５ ｋ Ｗ 以 上 の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ
ン プ に お い て 顕 著 に な っ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 図 ５ に 示 さ れ た 比 誘 電 率 の 測 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 比 誘 電 率 を 測 定 す る た め の 測 定 サ ン プ ル の 作 り 方 に つ い て 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 従 来 の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ お よ び 本 発 明 の シ ョ ー ト ア
ー ク 型 放 電 ラ ン プ に つ い て 、 図 ２ に 示 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の 封 止 管 ２ の 支 持
部 ７ お よ び 保 持 用 筒 体 ８ に 相 当 す る 箇 所 （ 以 下 、 ガ ラ ス と い う ） を 切 り 出 す 。 次 に 、 切 り
出 さ れ た ガ ラ ス 中 の 電 極 棒 や ガ ラ ス 外 面 に 塗 布 さ れ て い た 金 属 膜 等 を 剥 が し 、 ガ ラ ス の み
の 状 態 に す る 。 次 に 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス の 内 径 と 同 径 で 、 か つ ガ ラ ス の 長
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さ に 比 べ て １ ／ ２ 以 下 の 長 さ の 金 属 棒 を 用 意 す る 。 こ の 金 属 棒 に は 測 定 時 の 端 子 と な る 金
属 棒 に 比 べ て 極 め て 細 い 金 属 線 を 溶 接 す る 。 次 に 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 金 属 棒
と 同 じ 幅 の 金 属 膜 を 図 ６ （ ａ ） で 作 成 さ れ た ガ ラ ス の 中 央 部 外 周 に 塗 布 す る 。 次 に 、 図 ６
（ ｄ ） に 示 す よ う に 、 図 ６ （ ｂ ） に お い て 作 成 さ れ た 金 属 棒 を 図 ６ （ ｃ ） に お い て 作 成 さ
れ た ガ ラ ス 中 に 挿 入 す る 。 そ の 際 、 金 属 棒 と ガ ラ ス 中 央 部 外 周 の 金 属 膜 の 位 置 が 一 致 す る
よ う に す る 。 こ れ で 、 測 定 サ ン プ ル が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 上 記 測 定 サ ン プ ル の 静 電 容 量 の 測 定 は 、 ガ ラ ス 外 周 に 塗 布 さ れ た 金 属 膜 と 金 属 棒 に
接 続 さ れ て い る 金 属 線 間 を 、 Ｌ Ｃ Ｚ メ ー タ で 測 定 す る 。 静 電 容 量 の 測 定 は 周 波 数 １ ｋ Ｈ ｚ
の 条 件 下 で 測 定 し た 。 な お 、 Ｌ Ｃ Ｚ メ ー タ は 、 Ｎ Ｆ 　 Ｅ Ｌ Ｅ Ｃ Ｔ Ｒ Ｏ Ｎ Ｉ Ｃ 　 Ｉ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ
Ｕ Ｍ Ｅ Ｎ Ｔ Ｓ 製 の Ｌ Ｃ Ｚ 　 Ｍ Ｅ Ｔ Ｅ Ｒ ２ ３ ４ ０ を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 測 定 さ れ た 静 電 容 量 に 基 づ く 、 前 記 測 定 サ ン プ ル で あ る ガ ラ ス の 比 誘 電 率 の 算 出 は
、 前 記 測 定 サ ン プ ル で あ る ガ ラ ス は 同 心 円 筒 と 見 な せ る か ら 、 こ の 同 心 円 筒 の 中 心 か ら 円
筒 内 面 ま で の 距 離 を ａ 、 同 心 円 筒 の 中 心 か ら 円 筒 外 面 ま で の 距 離 を ｂ と し 、 こ の ガ ラ ス の
誘 電 率 を ε ｑ と す る と 、 単 位 長 さ 当 た り の 同 心 円 筒 の 静 電 容 量 は 、 Ｃ ＝ ２ π ε ｑ ／ ｌ ｏ ｇ

１ ０ ｂ ／ ａ （ Ｆ ） で 表 す こ と が で き る 。 こ れ よ り 誘 電 率 ε ｑ （ Ｆ ／ ｍ ） を 算 出 し 、 ε ｑ ＝
ε １ × ε ０ よ り 、 真 空 中 の 誘 電 率 ε ０ ＝ ８ ． ８ ５ × １ ０ － １ ２ （ Ｆ ／ ｍ ） ε ０ を 利 用 し て
、 ガ ラ ス の 比 誘 電 率 ε １ を 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 図 ２ に 示 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の ト リ ガ ー 部 材 の 配 置 方 法 と 異 な る 配 置
方 法 に つ い て 、 図 ７ か ら 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ７ に 示 す シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ で は 、 ト リ ガ ー 部 材 ５ は 、 両 方 の 口 金 ６ に 接 続 さ
れ て お ら ず 、 封 止 管 ２ 間 に 渡 っ て 配 設 さ れ 、 両 端 が 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ に お い て 巻 回 さ れ
て い る だ け で あ る 。 こ の 場 合 、 ト リ ガ ー 部 材 ５ は 電 極 ３ と 電 気 的 に は 接 続 さ れ て お ら ず 、
浮 い た 状 態 に あ る 。 こ の ラ ン プ で は 、 電 極 間 の 絶 縁 破 壊 電 圧 が そ れ ほ ど 高 く な く 、 イ グ ナ
イ タ ー か ら の 高 電 圧 で 絶 縁 破 壊 を 起 す も の で あ り 、 さ ら に 点 灯 性 を 良 く す る た め に ト リ ガ
ー 部 材 ５ が 配 置 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ８ に 示 す シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ は 、 図 ２ に 示 す シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ と は
異 な り 、 ト リ ガ ー 部 材 ５ の 一 端 部 が 図 中 左 側 の 陰 極 と な る 電 極 ３ に 繋 が る 口 金 ６ に 接 続 さ
れ て い る も の で あ る 。 電 源 と の 関 係 に お い て 、 陰 極 と な る 電 極 ３ が マ イ ナ ス 高 圧 に な る 場
合 に 、 こ の よ う な 配 置 方 法 が 採 ら れ る 。 図 ２ で は 、 陽 極 と な る 電 極 ３ が プ ラ ス 高 圧 に な っ
て お り 、 陽 極 と な る 電 極 ３ に 繋 が る 口 金 ６ に ト リ ガ ー 部 材 ５ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ９ に 示 す シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ は 、 図 中 左 側 の 封 止 管 ２ の 表 面 に 導 電 性 の 金 属 膜
９ が 形 成 さ れ て お り 、 ト リ ガ ー 部 材 ５ と 異 な る ト リ ガ ー 部 材 ５ １ の 一 端 が 図 中 左 側 の 口 金
６ に 接 続 さ れ 、 他 端 が 支 持 部 ７ の 表 面 に 巻 回 さ れ て い る 。 ま た ト リ ガ ー 部 材 ５ は 、 封 止 管
２ 間 に 渡 っ て 配 設 さ れ 、 両 端 が 封 止 管 ２ の 支 持 部 ７ に お い て 巻 回 さ れ て い る 。 そ し て 、 ト
リ ガ ー 部 材 ５ と ト リ ガ ー 部 材 ５ １ と は 、 金 属 膜 ９ を 介 し て 電 気 的 に 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 発 光 管 と 、 発 光 管 に 続 く 封 止 管 と 、 発 光 管 内 に 配 置 さ れ
る １ 対 の 電 極 と か ら な り 、 封 止 管 の 一 部 よ り な る 支 持 部 に お い て 電 極 を 支 持 す る 電 極 棒 を
保 持 し 、 封 止 管 の 支 持 部 の 外 表 面 に ト リ ガ ー 部 材 を 設 け て な る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン
プ に お い て 、 少 な く と も 、 封 止 管 の 支 持 部 に 金 属 ま た は 金 属 化 合 物 を 混 入 し て 誘 電 率 を 高
め た の で 、 ラ ン プ の 電 極 間 距 離 が 大 き な 、 ま た 封 入 ガ ス 圧 も 高 い シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ
ン プ に お い て も 、 電 極 棒 と 封 止 管 の 支 持 部 内 面 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 の 電 界 強 度 を 高 め る こ
と が で き 、 低 い ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 で も 確 実 に ラ ン プ を 点 灯 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 発 光 管 と 、 発 光 管 に 続 く 封 止 管 と 、 発 光 管 内 に 配 置 さ れ
る １ 対 の 電 極 と か ら な り 、 封 止 管 の 一 部 よ り な る 支 持 部 の 内 面 に 電 極 を 支 持 す る 電 極 棒 を
保 持 す る 保 持 用 筒 体 を 溶 着 し て 形 成 し 、 封 止 管 の 支 持 部 の 外 表 面 に ト リ ガ ー 部 材 を 設 け て
な る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て 、 少 な く と も 、 封 止 管 の 支 持 部 お よ び ／ ま た は
保 持 用 筒 体 に 金 属 ま た は 金 属 化 合 物 を 混 入 し て 誘 電 率 を 高 め た の で 、 ラ ン プ の 電 極 間 距 離
が 大 き な 、 ま た 封 入 ガ ス 圧 も 高 い シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ に お い て も 、 電 極 棒 と 保 持
用 筒 体 内 面 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 の 電 界 強 度 を 高 め る こ と が で き 、 低 い ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧
で も 確 実 に ラ ン プ を 点 灯 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 化 合 物 と し て チ タ ン 化 合 物 を 用 い る の で 、 封 止 管 の
支 持 部 お よ び ／ ま た は 保 持 用 筒 体 の 誘 電 率 を 容 易 に 高 め る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ に お け る 断 面 を 拡 大 し て 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た 断 面 図 を 等 価 的 な コ ン デ ン サ と し て 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 封 止 管 と 保 持 用 筒 体 が 共 に 石 英 ガ ラ ス か ら な る 従 来 の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン
プ と 、 封 止 管 と 保 持 用 筒 体 に チ タ ン 酸 化 物 を 混 入 し た 本 発 明 の シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン
プ に つ い て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 入 力 電 力 の ラ ン プ に つ い て 、 封 止 管 と 保 持 用 筒 体 に お け る 比
誘 電 率 と ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 と の 対 比 結 果 を 示 す 表 で あ る 。
【 図 ６ 】 比 誘 電 率 を 測 定 す る た め の 測 定 サ ン プ ル の 作 り 方 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ に 示 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の ト リ ガ ー 部 材 の 配 置 方 法 と 異 な る 配
置 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ に 示 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の ト リ ガ ー 部 材 の 配 置 方 法 と 異 な る 配
置 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ２ に 示 し た シ ョ ー ト ア ー ク 型 放 電 ラ ン プ の ト リ ガ ー 部 材 の 配 置 方 法 と 異 な る 配
置 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 発 光 管
２ 　 封 止 管
３ 　 電 極
４ 　 電 極 棒
５ 　 ト リ ガ ー 部 材
６ 　 口 金
７ 　 封 止 管 の 一 部 で あ る 支 持 部
８ 　 保 持 用 筒 体
９ 　 間 隙
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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